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1. 序

本稿では、現代スペイン語がスペイン語(ないしはカスティーリャ語)と呼ばれる以前の存在で、あっ

た(俗)ラテン語、ないしは初期ロマンス語と言うべきものから、中世スペイン語までの変遷を記述す

ることを自的とする。なお、中世・近世スペインは各文献によって定義が様々で、あるが、本稿では小林

(2005 : 6)に従って、当時のイベリア半島がレコンキスタ(国土回復運動)を達成した 1492年ま

でそ指すことにする。いわゆる現在の「スペイン語Jが歴史的・間際的に認知されたのは、アントニ

オ・ヂ・ネブ1)ハが『カスティーリャ語文法 (Glヨmaticade la lengua castellana) J]を著した 1492年

というのが定説であるが、本稿ではそれ以前の年代の変化を追う。なお、スペイン語そのものが成立

したのは、後述するように、サン・ミリャン註解が書かれた時代であり、それよりも古い。

さて、紙11雇の制眼上、本稿だけでスペイン語以前のイベリア半島の言語並びに中世スペイン語まで

の変化を全て追うことは不可能である。従って、網羅的に変化を追うのではなく、スペイン語以前から

中i立スペイン語までの変遷の全体像そ概観するだけに留めることにする。

2. スペイン語が露する語族

スペイン語はインド@ヨーロッパ語族に属し、他の口マンス諸言語と同様ラテン語を起源とする。

く遡ればインド@ヨーロッパ祖語を起源、とするが、インド@ヨーロッパ祖語はその脊在が仮定されてい

るだけの、いわば実体のない言語である。

インド@ヨーロッパ祖語を起源、とする言語のうち、スペイン語が属しているイタリック諮派には、向じ

ラテン語から派生したポルトガル語、イタリア語、フランス語、オック語、ルーマニア語がある。

ゲルマン語派には、英語、ドイツ語、オランダ語、スウェ…デ、ン語、デンマーク語、ノルウェ一語があ

り、スラブ語派にはロシア語、ポーランド語、チェコ語、セルボクロアチア語、ブルガリア諮がある。ア

ジアにはペルシア語(イラン)、ヒンヂィ一語(インド)、ウルドウ一語(パキスタン)があり、少数民

族の言語としてはケルト語族の諸言語(アイルランド語、ウエールズ、語、ブルトン語など)がある。

インド@ヨーロッパ語族の語派への分類とその呼称には諸説あって、インド@イラン語派、アルメニ

ア語派、トカラ語派、ギリシャ語派、イタリア@ケルト語派(スペイン語はここに罵する)、バルト@ス

ラヴ語派、ゲルマン語派があり、アルバニア諸派、ヒッタイト語派もここに含むべきとの学説もある。

ヨーロッパにも非インド@ヨーロッパ語族は存在し、それらはバスク語、フィンランド語、ハンガ

リ一語、コーカサスの諸言語である。

3. 初期イベリア半島(先史イベリア半島)の霞語模様

ラテン語は紀元前 1100年頃から、イタリア半島のラティウム地方(現在のローマ市在含む半島中

央部西岸の部分に相当し、日本の四閣を少し小さくした面積を持つ)で少数のラティーニ一族 (Latini)
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によって話されていたが、ローマの版図が拡大するにつれてその使用地域が急速に広がり、前3世紀

中葉にはイタリア半島全域、それ以後は半島外の地域に広がり、紀元2世紀には間は現在のポルト

ガルから、東は小アジアに烹るローマ帝国の共通語になった。その急成長した言語の性質上、ラテ

ン語は地域による方言差が比較的小さい。

口ーマ帝国が進出してくる以前のイベリア半島には、ケルト人(北部、西部)、イベリア人(南

部、東部)、ケルトイベリア人(中央部)、バスク人(ピレネー山麓)などが住み、また東部およ

び南部の潟岸地域にはギリシャ人やフェニキア人の植民地があった。

イベリア半島のイベリア CIberia)の語源はよく分かっていない。イベリア半島の原住民をイベ

リア族(iberos) と仮称するが、原住民自体が単民族であった可能性は少ない。一説にはエブロ河

(el Ebro)の流域に住んでいたから、というものがある。

スペインという地名の語源はスペイン語でスペインを意味するエスパーニャ (Espana)から来

るが、これはラテン語のヒスパニア (Hispania) に由来し、更に遡るとフヱニキア語のスパーン

(Span) になると言われている。スパーンの意味は、 「ウサギの国J、 「西北の地」、 rJ妻橋の

地Jなどの説がある。

イベリア半島の原住民は、小アジアに端を発し、アフリカ大器北岸を通って高から入ってきたと

される説と、コーカサス地方に発して北のピレネ一山脈を越えて半島に入ってきたとする説がある。

バスク語とコーカサス には類縁関係があるとする説もあるが、確かなことは不明である。原

初イベ 1)ア語源、の語として、 barro(淀)、 carrasca(樫)、 cueto(岩山)、 lavanco(野鴨)、

manteca (ラード)、 nava(山間の平原)、 perro(犬)、 tojo(ハリエニシダ)などが挙げられ

る。しかし、彼らが単一の言語を用いていたか、援数の言語を使用していたかについても定説はない。イ

ベリア族の文化簡の中には、特にグアダルキゼル河下流地域を中心としてタルテスス族 (tartessos)

があり、 WI日約聖書』列王記によれば、アルガントニオ王のもと、華やかな文化を誇る王国を樹立

していたとされる。

その後、フェニキア人が半島南岸に入り、紀元前1100年頃までにGadir(現Cadiz)の町を作り

上げた。 Gadirはフェニキア諾で「城壁に囲まれた内部」を意味する。また、フェニキア人は、 「商

舘・工場Jを意味すると言われるMalaka(現Malaga) も作り上げた。半島南岸でフェニキア人と

争って敗れたギリシャ人は東海岸を植民し、それぞれLucentum(現Alicante)、Rhode(現

Rosas)、Emporion(現Ampurias)を作り上げた。

更に、中部ヨーロッパからのリグリア人(ligures)移住説も唱えられている。ソリヤ、サラゴ

サ、クエンカ、アピラの諸県にLangaという地名があるが、これが北イタ 1)アのピエモンテや口

ンバルディア地方のLangaと関係があるという説であるが、確誌はない。リグリア語源の普通名

詞として、 gandara(低地)、 lama(底泥)が挙げられる。

ケルト人はドイツ南部に発し、ガリアを経て、紀元前7世紀頃にイベリア半島に入った。ケルト

人は原住民のイベリア民族と混鹿した結果、それ以後、半島はケルト・イベリア (Celtiberia) と

も呼ばれるようになった。従って、ケルト語が原初イベ1)ア語に与えた影響は大きい。ケルト語で

「要塞」を意味するbrigaから、現ベタンソス (Betanzos)のBrigantiumという町が生まれ、

Brigaetiumから現ベナベンテ (Benavente)、Segobrigaから現セゴルベ (Segorbe)が生まれ

た。また、ケルト語で「大変(背が)高い」を意味するUxamaからOsmaという地名が生まれた。

問様に、 SegisamoからSasamon(ブルゴス県)、 CartImaからC訂tama(マラガ県)が生まれた。

ケルト語からの借用語は多いが、ほとんどがラテン語を経由しており、例えばcamisiaがcamisa
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(シャツ)、 capannaがcaba伽(小屋)、 cerevisiaがcervezaCビール)となったことが挙げられる。

また、原初イベリア語のーっと目されている、非インド・ヨーロッパ語のバスク語からの借入も多く、

「新しい家」を意味する Esaberriから人名の Javierが、離宮で有名な Aranjuezは「腕」を意味する

紅白から生まれている。また、同じく人名の Garc旬、 Inigo、Jirneroは、それぞ、れバスク語の Garsea、

Enneco、Xernenoに由来する。普通名前では、 vegaC広野)がバスク語の ibaikoci毎岸)、

izquierdo C左)がバスク語の ez弓uerrを源としている。

ケルト族以外の印欧語族でケルト族よりも早く(紀元前 1000年頃)イベリア半島に入ってきたとさ

れる民族にカンタブリア族 Ccantabros)、アストウール族 (astures)、ルシタニア族 Ousitanos)など

があるが、これらの人々の言語についてはいくつかの地名以外、ほとんど何も判明していなし¥0

紀元前 3世紀末のイベリア半島は、フェニキア、ギリシャ、ケルトの部分的支配下にあったものの、

カルタゴ、が優勢で、あったO ラテン語がイベリア半島に登場するのは、第 1次ポエニ戦争(紀元前

264-241)でローマの兵士が半島に上陸する紀元前 250年以降の頃である。更に、第 2次ポエニ戦

争ではローマがカルタゴに勝利を収めたが、これはイベリア半島に多大な影響をもたらした。ルシタニ

ア入、ケルトイベリア人のローマ帝国に対する抵抗は終わらす、、紀元前 133年のヌマンシアの壊滅後

も、新たな反乱はあった。その後 200年間、ウィリアトウスによる反乱、ヌマンシアの戦争、セルトリ

ウスによる抵抗といった、原住民による皮ローマ的な動きはあったが、イベリア半島のローマ化にはほ

とんど影響を与えなかったO よって、口語ラテン語である俗ラテン語は、原住民の諸言語であるケルト・

イベリア語を排斥することになったO 紀元前 19年、アウグストウスによるカンタブリア人、アストゥリカ

人の鎮圧によってイベリア半患のローマ化が完了する。

4. ローマ化したイベ1)ア半島と初期ロマンス語への影響

ローマの支配が及ばなかった半島北西部のアストウリアス・カンタブリア (Asturias】 Cantabria)地

域が最終的にローマに帰属したのは帝政時代に入ってからの紀元前 19年のことである。その後、ラテ

ン語の半島への本格的な普及が始まったが、既に紀元前 2世紀にはポルトガルを含むローマ支配地域

での共通語として使用されていた。しかし、その結果、先住民の言語はバスク語を除いて全てラテン語

によって駆遂されるO ラテン語化はイベリア半島南部と東部で特に急速に進展したと言われている。

方、北部のバスク語はローマ人が先住民の激しい抵抗に遭い、完全支配在達成できなかったo 476年

の西ローマ滅亡までに、バスク地方を除く半島のほぼ全域にラテン語が定着した。

ラテン語はローマの支配が続く間に変容し、古典ラテン語(教義ラテン語)と俗ラテン語(民衆ラテ

ン語) 1に分離した。すなわち、文学の発生によって文語という概念が生まれた瞬間、主に教育機関で

教わる古典ラテン語と、中産階級や庶民階級によって会話に用いられる俗ラテン語との分離が始まった。

しかし、両者は完全に分離したものではなく、共存し併用される、いわゆるダイグロシア (2

使い分け)の状態が続いていた。すなわち、ローマ時代以降の南欧社会も威信ある共通文語ラテン語

と地域的口語ラテン語を数世紀併用していた状態であったO

ラテン語の語源として挙げられるスペイン語は多較にわたる(例えば derecho(右)など基本的な語

最もある)。現代スペイン語の ancho(広い)と arnplio(広範な)はラテン語の arnpliusから来てい

る。吏;こ、 estrecho(狭い)と estricto(厳密な)は、やはりラテン語の strictusに由来する。前者

(anchoと estrecho)は、口語ラテン語からの自然変化形であり、後者 (arnplioとestricto)は文語

ラテン語からの借用形である。民衆語の方が語形はラテン語から離れているが、意味は臼常的で呉体
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的なものが多い。一方、教養語の語形はラテン語に近いが、意味はやや学問的で抽象的なものが多

し'0
吉典ラテン語はホラティウスの『頒歌』やシーザーやタキトゥスの散文として磨きあげられていった

のに対し、俗ラテン語は口語で、あったため資料が少なしなかなか実態をつかみにくい。しかし、ペト

ロニウスの口語を反映した写実主義的小説の断片や、帝国衰退期末期の作者不詳の口語による不注

意な文章、碑銘、誤った表現在非難する文法家の引用などが参考になる。

俗ラテン語は、ギリシャ語に範を取り洗練を求める古典ラテン語とは対照的に、口語特有の道を歩

む。統語的には、古典ラテン語で頻用されていた転置法が姿を消した。また、古典ラテン語では修飾

語や補語構成要素が文の内側に置かれる総合的な語I1壊が大勢を占めていたが、俗ラテン語では順次

進行的な連続語I1頃がそれに取って代わった。また、長文の短文化傾向も見られる。

更に、古典ラテン語と俗ラテン語の闘では母音体系にも違いが見られる。古典ラテン語はピッチ・アク

セントを有していて、 5つの母音に長短の別がある。これに対し、俗ラテン語は 3世紀以持、アクセント

はストレス・アクセント(強勢アクセント)を採用し、 5世紀にはすでに移行が完成したと見られるに

それに伴い、長短の自IJが原則として開閉の7j!J1こ変わったO 例えば、短母音Tと長母音6が混同されて e

となり、短母音色と長母音。も混同されて OとなったO

この母音体系の変化は、現代スペイン語にも強い影響を与えている。例えば、ラテン語の septum

(7)はスペイン語では sieteであるが、 700を意味する setecientosのsete-には二重母音化は起こっ

ていなし'0同様に、ラテン語の novem(9)はスペイン語では nueveであるが、 900を意味する

novecientosの noveω には二重母音化は起こっていない。また、語根母者変化動詞である perder(失

う)の直説法現在は、 pierdo，pierdes， pierde， perdemos， perdeis， pierdenとなって、 1人称複数及び

2人称複数だけ、ニ重母音イヒが起きていなし'0また、 contar(数える)の直説法現在も、同様に

cuento， cuentas， cuenta， contamos， contais， cuentanと活用し、 1人称複数及び 2人称、複数に二重母

音化は起きていない。語根母音変化(二重母音化現象)の e→ieは 3世紀半ば、 o→ueの変化は 4

世紀にその例が見られる。なお、後述するサン。ミリャン註解 (GlosasEmjJjanensθ5)にも、 tienet

(現代スペイン語の tiene。語尾の tはラテン語の能動相 3人称単数を表す)という、 e→ieと変化し

た単語が見られる。一方、ガリシア語やポルトガル語にはこの二重母音化現象は起きていない。

子宮の変化として、 2世紀以降に起こった子畜の硬口蓋音化と、軟口議子音の前舌音化または軟音

化の現象が挙げられる。例えば、 palatium(宮殿)は現在のスペイン語では palacioとなり、 tiが ci

に変化する過程で硬口議音化が発生していると考えられている。

口ーマ帝国時代には、母音の間にある子音の軟畜化現象も見られる。具体的には、

音の単子育化、②無声子音の有声化、③有声破裂音の摩擦音化ないしは浩失、である。 して

は、ラテン語の cippu(くい)が cepo、lupu(狼)が lobo、lavar‘e(洗う)が lavar、rivu() 11)が

rioにそれぞれ変化し、歯者としては、ラテン語の sagitta(矢)が sae問、 metu(恐怖)が miedo、

vadu (浅瀬)が vado、foedu(醜い)がおoにそれぞれ変化している。軟口蓋音については、ラテン

語の peccatuが pecado(罪)、 cicania(コウノトリ)が cugue旬、 plaga(傷)が llaga，ligare (結

ぶ)が liarとなる。

その{也、 Sの例ではラテン語の grossu(厚い)が grueso、usu(使用)が usoに変化し、 mの例で

はラテン語の gemma(芽)が yema，fumu (煙)が humoと変化している。 1の例ではラテン語の

caballu (馬)が caballo、malu(悪い)が malo、nの例ではラテン語の pannu(布きれ)が pa如、

luna (月)が luna、rの例ではラテン語の ferru(鉄)が hierro、feru(野蛮な)が fieroと変化して

つ白
戸

hJU



スペイン語の起源と発達についての覚え審

スペイン語以前から中世スペイン語まで…

いる。

形態面では、曲用格変化の混同と格に代わる前置詞の使用、動詞活用の一部の喪失が見られる。

例えばラテン語の受身形活用 amatur，amabatur， amabitur (それぞれ現在スペイン語の esamado， 

era amado， sera amadoに当たる)が消失した。また、ラテン語には名詞・代名詞・形容詞の統語上

の機能を示すための曲用(格変化)があったが、音声変化の結果、古典ラテン語の格体形は俗ラテン

語では暖昧となり、 5世紀頃には 6格体系から 2格体系(主格と対格)へと単純化した。ロマンス語

の段踏に入ってからも、 2格体系を維持した地域と、格体系を放棄した地域があり、スペイン語は格体

系を放棄する道を選んだ。対格はロマンス語の中でも安定した地位を保ち、そこからスペイン語の名

詞が派生したとされている。具体的には、ラテン語の rosam(rosaパラ・単数・対格)から rosa、

rosas (rosaeパラ・複数・対格)から rosa、ami:cum(ami:cus友達・単数・対格)から amigo、

amicus (amici友達・複数・対格)から amigos、formosum，am (formosus美しい・単数・男性対

格，女性対格)から hermoso，a， formosus， as (formosi美しい・楼数・男性対格，女性対格)から

hermoso， asが生まれたO

また、古典ラテン語は冠詞を持たなかったが、早くから指示代名詞 ille，ipse， isteを用いて特定の語

を他の語に対立させたり、他の語からIR則したりしていた。更に、数詞のunusは「ある…、ある種の」

の意味で使われることがあったO 前者は定先立詞、後者は不定冠詞の起源で、あるO

俗ラテン語の音韻変化は動詞の活用にも影響を与えた。その結果、古典ラテン語の一部の活用形式

は混同され、維持することが困難となったO 例えば、接続法不完了過去と接続法完了過去は、形態上

の[差別が困難となったO 古典ラテン語の amare(愛する)の接続法不完了過去は amarem，amares， 

amaret…であり、接続法完了過去は ama(ve)rim，ama(ve)ris， ama(ve)rit…であるが、俗ラテン語に頻

発した強勢苦節の直後にある音節の脱落現象の結果、この 2種類の過去形の区間は消滅した。

その他、第 4活用まで、あった活用の種類が 3種類になり、受動態の活用がなくなり、形式所相動詞

(形態的には受動だが意味は能動となる動詞)が消滅し、 31Jの単語が生まれたりした。その結果、俗

ラテン語に、 esse+完了分詞の形式が受動態の活用形式の代わり;こ生じ、すべての法・時制にわたっ

てこの迂言形式が使われるようになったO 現代スペイン語の ser+過去分詞の出発点であるO 更に、

典ラテン語が屈折語尾で示していた完了の意味を完了分詞十haberelesseによって表す方法が出現し

た。これは文法化するには長い時聞がかかったが、最終的には現代スペイン語の haberlser十過去分

詞の形式として藷ち着くことになる。また、「現在から見た未来」は古典ラテン語ではやはり屈折語尾

で表していたが、俗ラテン語では habere，devere， velleの誼説法現主と不定調との組み合わせで表す

傾向が強まったO スペイン語をはじめ多くのロマンス諸語では、このうち「不定詞十habereJ者基底と

して未来形と過去未来形が作り出された。現代スペイン語の未来形及び過去未来形が、不定詞を基盤

として、それぞれと『お， -a， -emos，モis，-加及び -ia，-ias， -ia， -iamos， -iais， -ianをつけるのは、ここか

ら来ている。

俗ラテン語は紀元前 2世紀には今のイタリアと周辺の島々及びイベリア半島、イリュリア、マケドニ

ア、ギリシャ、アフリカ北部、ガリア・ナルボネンシスなどに広がったO 紀元前 l世紀になると、小ア

ジア、ガリア、エジプト、ドナウJlI南岸地帯、アルフ。ス山岳地帯などに広がったO 各地で方言化したも

のの、原住民の言語を抑えて公用語としての地位を確立していった。
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5. ラテン語以外の言語の初期間マンス語への影響

ローマ帝国が 395年に東西に分裂し、ゲルマン民族の大移動が起こると、 409年、イベリア半島に

その第一波が侵入する。 5世紀初頭 (409年)、スエヴ、イ、アラン、西ゴートなどのゲルマン系民族が

相次いで到来し(スペイン南部の「アンダルシア」の語源は「ヴ、アンダル」に由来する)、最終的に西

ゴート人(visigodos)がその支配者となり、 6世紀に入って西ゴート王国が建設される。

ローマの支配が終わり、ゲルマンが進入してくるが、彼らは文化的に水準の高かったラテン語社会に

同化したため吉語への影響は少なく、一部の諾藁の借用程度に終わったO 例えば、 espia(スパイ)、

guerra (戦争)、 guardar(見張る)、 robar(盗む)とし可った、軍事、戦闘に関する用語が多いのが特

徴である。しかし、ゴート語系の語最は人名や地名に比較的多く残っているO 例えば、 A1varo(←ゴー

ト語の a11(全て)十wars(準備した))や Fernando(ゴート語の frithu(平和)+nanth(大胆な))な

どである。その{也、 Ado1fo，A1fonso， Arigimiro， Bermudo， E1vira， Galindo， Gonza10， Ramiro， Rodrigo， 

Rosendoなどもゴート語起源の名前である。

形態面では、「関係・所属」を表す接尾辞一engo，-enco (英語の -ingに相当)が残るだけである。

例えば、 rea1engo(王室領の)、 ibicenco(イピサ島の)などである。

711年にタリク (iジブラルタル」の「タル」は彼の名から来ている)を総司令官としてイスラムが

北アフリカから進入を開始し、西ゴート王国は滅亡する。西ゴートの王位は貴族と王との対立や、杜撰

な王位選挙制のために非常に不安定であったことから、イスラムの侵攻を容易にしたと推定されている。

イスラムは数年でカンタブリア山脈以南の地域を支配下においた。

イスラムの支配は被征服者に対して寛大だったため、西ゴート時代の俗ラテン語(イベリア・ロマン

ス語)は消滅せず、一部のイスラム教徒も俗ラテン語を使用した。半島に形成されたイスラム世界はア

ル・アンダルスと呼ばれるが、この社会はアラビア語とロマンス語の 2言語併用が 13世紀まで続いて

いた。更に、表記はアラビア文字、文法構造はロマンス語、語義は両者の混合というアラビア語混じり

のスペイン語である「モサラベ語 (mozarabe)Jが形成されるまで、に奈ったO モサラベ語は現在使用さ

れていないが、ハルチャ Oarcha)と呼ばれる特殊な韻文形式、イスラム教徒側の文献や碑文などに

断片的に残り、言語史研究上注目すべき資料を提供している。

アラゼア語は吾韻面で、はロマンス語にほとんど影響を与えなかったが、形態面、統語面、語葉国で

は多大な貢献を残している。形態語では、アラビア語の冠詞 a1を伴って、そのまま無変化で維持され

た語 (a1boroto(騒ぎ)、 a1borotar(騒ぐ)など)、 a1ーの Lが後続の儲音に同化した語 (azumbre(ア

スンブレ[液量の単位J)、adarga(橋!奇形の盾)など)がある。また、アラビア語の形容詞に用いら

れる接尾辞 -iは、アラピ、ア語系の地名形容詞や固有形容詞の接尾辞として用いられるようになったO 例

えば、 mu1adi(イスラム教に改宗したキリスト教徒の)、 marroqui(モロッコの)、 a1fonsi(アルフォン

ソの)などである。

統諮問では、男性優位の表し方である、男性楼数形で男女一対を表す方法がスペイン語に取り入れ

られた。例えば、 10spadres (両親)などである。また、意味の聞では、 i~の子J という表現がスペ

イン語に取り入れられるようになったO 例えば、 hijode a1go→切oda1go→hida1go(郷土)など。イス

ラム教の宗教上の慣留や日常生活上の表現も、そのままロマンス語に置き換えられて残っているO 例え

ば、 QueDios guarde a usted muchos anos (神が長年にわたりあなたを守護されんことを→敬具)、 Si

Dios quiere (もし神が望むなら→事情が許せば)、 Dios1e ampare (神があなたをお守りになるように

→神のご加護を)などの表現は、アラビア語から入ってきた発想法と言えるO

アラビア語は、スペイン語の構造は変化させなかったものの、比較的多くの語義の借用が行われた。
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例えば、 azucar、(砂糖)、 algodon(綿)、 zanahoria(人参)、 aduana(税関)、 cero(ゼ、ロ)、 hasta

(まで)、 ojala(願わくば)など、基蔵語 800~ 900語、派生語も合めると約 4000、スペイン語の

総語義数の約 3パーセントにも上ると言われている。アラビア語から誼接入ってきた語最もあるが、サ

ンスクリット語源 (ajedrez(チェス))、ペルシャ語源 (naranja(オレンジ))、ギリシャ語源 (alquimia

(錬金術))の語がアラビア語を経由してロマンス語にもたらされたケースもある。また、アラビア語と

ロマンス語の要素が組み合わさってで、きた地名があるO 例えば、 Guadalcanal(アラビア語 guadal(河)

とロマンス語 canal(水路))など。

この時期がスペイン語の形成時期ともいえ、ローマ帝国という単一共通雷語の使用基盤在失い、分

断された各地の岱ラテン語は時とともに方言化在進めていく。その結果地方格差の大きくなった各地の

俗ラテン語はラテン語というよりはロマンス語と呼ばれるべき段階のものになったO 例えば、 715年の

トウールの宗教会議では、司祭に各地域のロマンス語でミサを執り行うという要請がなされるなど、か

つての言語共同体における唯一の伝達手段としてのラテン語は消滅していく。限られた領域で用いられ

た中世ラテン語の形式を低ラテン語 (b吋olatin)と呼ぶが、これは古典ラテン語を指し示す言葉で、

ロマンス語に決定的な変化を及ぼす要因にはなりえなかったO

10世紀半ばから徐々に強大化し始めたカスティーリャ王国は西のレオン王国を吸収し、レコンキスタ

の主導権を掌握していた。半島東部では 12世紀にカタルーニャとアラゴ、ン王屈が統合してアラゴ、ン連

合王国が誕生し、地中海慎IJの領土を制圧していた。

7. イスラム教支記下のイベリア半轟の言語

スペイン語の成交に甚大な影響を与えたのが、 13世紀、 elSabio (賢王)と呼ばれたアルフォンソ

10世である。彼は、トレドの宮廷にユダヤ、イスラム、キリストの各宗教そ越えた学者を集め、アラビ

アの優れた医学、科学、哲学などのアラピア語文献をラテン語やカスティーリャ語に翻訳させていた。

また、円七部法典 (5ietePartidas) ~とし1う法律書をカスティーリャ語で、編纂させていたO 俗語であるロ

マンス諮による書物編纂事業がヨーロッパで初めて行われたので、ある。 14世紀初頭には、イタリアで

夕、ンテが『俗語論』を上梓し、俗語トスカーナ語(フィレンツェ地方のイタリア語方言)の優位性を叫

んだ。そして 15世紀末、ユダヤ人とイスラム教徒の追放、キリスト教国家の統一実現、新大陸への

領土拡大と、歴史が転機を迎えるに際してスペインに帝間主義の風潮が沸き起こったO

俗ラテン語からスペイン語にかけての統語論的な変化の現象として、俗ラテン語からの単純化と規則

化が挙げられる。単純化の例として、格の使用を廃止して前罷詞を用いるようになったこと(これは先

に述べたように古典ラテン語と俗ラテン語の差異でもある)、動詞の活用形を整理して、完了形を取り

入れて活用の種類を少なくしたことなどがある。規則イととは、ラテン語の自由な語棋に相対的な制約を

設けたことであるが、これには名詞・形容詞の格変化の消失が影響している。

音声的な側面には、 f->h->ゆ(ゼロ)と公式化される変化がある。ラテン語の fabulare(話す)が

現代スペイン語の hablar、ラテン語の formosu(美しい)が現代スペイン語の hermosoに変わった

例がある。また、歯擦音の現象も、中世から近代に起こった変化で、ある。

中世にかけて起こった形態的な変化として、ラテン語にあった名詞・形容詞の曲用(格変化)が失

われたことが挙げられる。また、名前の 3つの性のうち、中性は完全に失われ、男性/女性の二項対

立で名詞の体系が再調整された。

1人称、 2人称被数形の主格・前置詞格代名詞は語源的には nos.vosがあったが、 14世紀に不定
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代名詩 otros，otrasを加えた nosotros，nosotras: vosotros， vosotrasが出現する。

8. スペイン語の産声 Cprimerva宮ido)

スペイン語が最初の産声を上げたとされるのは、ログ、ローニュ県サン・ミリャン・デ・コゴーヤにあ

る「下の修道院 (Monasteriode Yuso) Jでスペイン語の歴史上最初の文献『サン・ミリャン修道院の

註解 (GlosasEmjJjanθnsθs)~ が発見されたことによる。「スペイン語の最初の産声 (primer vagido) J 

とは、スペインの言語学者ダマソ・ア口ンソの比端だが (DamasoAlonso (1958))、周知のようにス

ペイン語はラテン語の話し言葉(俗ラテン語)から徐々に段階的に発展した言語であり、当然のことな

がら特定の時間と空間の一点で突然弧々の声を上げたというわけではない。

この文献はおおよそ 10世紀から 11世紀のものとされている。現在では王立歴史アカデミア所蔵の

「サン・ミリャン写本 60番」に記載されている。これは古典ラテン語の文章の欄外に、修道士たちが

当時話されていた言語(当時のナパラ・アラゴン方言)で走り書きした注記であるが、専門家によって

977年のものと鑑定され、 1977年にスペインでスペイン語成立千年祭が催されたほどである。しかし、

11世紀ないしは 11世紀後半 (1075年以前)とする説もあり、研究者によって意見がまちまちで、あり、

一定していなし130 これが、ラテン語の意味を知るとし1う修道士たちの意図とは反対に、後世の私たち

にスペイン語の原初の形態を知る手がかりを与えてくれることになった。

例えば、「持つJはフランス語では avoir(ラテン語の habereから)であるが、現代スペイン語では

tener (ラテン語の tenereから)を使う。しかし、スペイン語でも古くは avere(現在の haber)が使

われていたことがこの 10世紀の文献からわj別できる。 abeteは現代スペイン語では tened(vosotros 

に対する tenerの命令形)である。

更に忘れてはいけない文献に、『シロス註解 (Glosas5ilenses) ~がある。これも『サン・ミリャン註

解』のように、古典ラテン語で書かれた文献の余白に俗ラテン語を母体としたスペイン語で注釈が付

け加えられたものである。 fシロス註解』は 10世紀に書かれたイベリアロマンス語最古の文献とされて

いるが、向様にナパラ・アラゴン地方の方言の特徴を備えている。『シロス註解Jは英国臨書館所蔵

(1878年パリ購入)の写本に記されている。更に、『シロス註解』が書かれたのは 11世紀、 1050

年以降という説もあるが、やはり確証はない。

さて、サン・ミリャン註解がカスティーリャ語最古の文献とされてきたが、ラ・リオハ大学教授のクラ

ウディオ・ガルシア・トウルサが歴史家の兄ハビ、エルと取り組んだ語葉集「サン・ミリャン写本 31番」

と「間 46番」が最古ではないかとの説もある。後者には書写終了の日付が 964年 6月 23日と明記

されているが、内容的には既存のテキストそ綿密に書写したもので、写本の史料補纂や言語上の特徴

は964年以前のものと推定されている。約 200葉のフォリオ大の羊皮紙から成り、 25，000ほどの語義

項目が列挙され、 10万に至る意味が収録された語葉集である。

なお、スペイン最古の文学作品は、 12世紀(写本は 14世紀のもので、作品自体は 1140年頃と

推定されている)に成立したとされる F我がシ、ソドの歌 (Can臼rdθMioci・d)~ という叙事詩である。

9. 結語

以上、簡単ではあるが、スペイン以前から中世スペインまでのイベリア半島の言語の変遷を概観し

た。今後は中世スペイン以後のイベリア半島の言語の変遷も視野に入れた記述が課題となる。
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